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工1.こ の論文の課題は、日本丈字すなわち漢字やかなに関する筆跡心理学、特に筆跡 と性格の
関係を認識することにある。 しかもかような研究についてはまだ方法論的基礎 も確立していない
ので、 この方法論の開拓 もあわせて課題となるのである。まず東西の筆跡研究の歴一史を吟味 して
この点を明らかに しよう。
2.わ れわれの課題に対 して中国や日本の文化遺産は何 を与えて くれるであろうか。まず書論
と墨色判断が有力な資料と考えられる。
書論について見るに、これを最 もよくまとめているものは、清 ・康煕帝欽定の懸文斎書画譜の
なかの論書 旬 巻である(来 「論書」という)。 この10巻 はさらに「書体 」、「書法 」、 「書







が強 く、 ま た直観 的表 現 に な つて い る◎
墨 色判 断 に関 す る資料 としては、後漢 ・管公 明 の墨 色亀 鑑、 わが国 の鶴 峯戊 申 の墨 色 小篁(18
18)そ の他 を見 る ことが で きる。 この墨 色判断 の語 は む しろ現代 語 で、:文献 では 「墨 色 」 とよ
ばれ る。 墨 色は単 に墨 汁 の 色 だけ で な く、線 や字 の形 な ど、 要す る に筆 跡 の特 徴 か ら入 の性格 や
灘 欝灘襟 諜 獄釜ll叢翻1憶 》
図1墨 色判 断 一 例とされ る
。 現代心 理 学 の観 点 か らす れば、 図 の よ うな線 は低 い筆圧 の結
果 で ある こ とは 、 証 明 で きる。 低 い筆圧 が病 や妊娠 に よる こと も可能 で あるが、 そ の他 の原因 も
種 々考 え られ る。 す なわ ち上 例 は一 部分 は真 実 た り うる 可能 性 を含 む瓜 弱 圧 とい う事実 を越 え
て病 気 ・妊 娠等 の具 体的 出来 事 ま で指定 す る と ころに 問題 が ある。
この こ とは墨 色判 断一 般 につ いて い える。 後 述 の西洋 筆跡 学は この 点 につ い て正 しい態度 を と
る とい う ことが で き、 筆跡特 徴 と人格 特性 の関係 ま では言及 す るが、 それ を越 え る こ とは ない。
墨 色判 断 は人 格特 性 のみ な らず、 子 孫 。栄 達等 の運 命 ま で も言 明 す る点 が批 判 され る。 また上例
は弱圧 と形 態 の関係 として あ る程度 「了 解可 能 」(Jaspersの 用語 を借 りて)で あ る瓜 そ の
他 の例 では 了解 可能 でな い命題 も多 い。
そ れ な らば現 代心 理学 の範 囲 に所 属す る こ とが で き る心理 学 的 諸研 究 は ど うであろうかbわ が 国
の呉秀 三(1892)に よる 「精神 病者 の書 態 」の研 究は、 筆圧 ・筆速 の測 定 こそ なかoた が、
書 字 作用 の運 動生 理 学的 分 析 か ら出発 して、 精 神病 者 の筆 跡形 態 と病 状 ・性 格 とを比較 した もの
で、 優れ た心 理 学的 研 究 で あ った といえ よ う。
松 本亦 太 郎 ・城 戸幡 太 郎 ・増 田惟 茂 のr書 及 書方 の 研 究 」(1916)は 測定装 置 の 詳 細 を含 ん
だ点 では価 値 が あ 。たが、 性 格 学的 研 究 には触 れ なか づた 。 む しろ松 本 は この なか で性 格学的 研
究 を排 撃 したの で あ る。 この た めカ＼ しば ら く筆跡 研 究 は途 絶 え た後、 乾 孝 に よoて 再 開 され
たが(1956)、 「書相 学 の実験 的批 判 」に と どまoた 。 左澄 筆跡 に も関連 す る研 究 と して、
岡本春 一(で935)は 児 童 の・書記時 間 を調べ た。
筆 圧測 定器 の 受圧 板 に手 を置 くと、 身体固 有 の振 動 が 記録 され、 これ は微細 精 神 運動(Fein-
p8ychomotOrik)と して ドイ ッに 澄いて は独 立 の性 格 研 究 の領域 に発展 した が、 相 場均 ら
は これ をわ が国 に もた らした(1961)。 また町 田欣 一 らは後 述 の執 筆者 鑑 別 を推 進 した(↑9
61)。 広 塩大 学 では、 書字 速 度 の研 究 が双生 児(1955)や 一 般 小学 校児 童(1961)を 使oて
行 な われ、 ま た抵 抗 線歪 計 を使 って 筆圧 澄 よび 握 圧の測 定装 置 が 闘発 され た(1965)。 妻倉 昌
太 郎 は楷 書 の知 覚 に 澄け る錯 視 の現 象 に優れ た分 析 を加 えた(1960)。
中国 の心 理学 者 に よって も、 性格学 的 筆跡 心理 学 はほ とん ど発展 され なか った。 多 くは横 書 き、
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縦 書 き、 字 体 の繁 簡 等 に よる読 み 方や 書 き方 に 訟け る能率 の相 違 に関 す る研 究 に とどま って い る。
以 上 の 日本 ・中 国 の心 理 学 的諸研 究 につ い てつ ぎの点 が批 判 され るで あろ う。 まず そ れ らは性 格
学的 研究 への 関係 が あま りに も薄 い。 これ は欧 米 にお け る研 究 の実 情 と反 してい る。 また それ ら
の 多 くは研 究 の方 向や 方法 につい て見 透 しに欠 け、 部分 的 現 象 を孤立 させ て追 及 してい る。 そ し
てそれ らの研 究 に 誇け る圧 や速 さ の測 定 は硬 筆 の それ に とどま って い る。 これ らにかん が み著 者
(黒 田)は 毛 筆 の鎗 圧 ・筆速 の測 定装置 に成功(1940)し て以来、 一 連 の研 究 報 告 を続 け て き
た。 そ の概 略 が この論文 の内容 で ある。
乙.欧 米 の筆跡 研 究 は筆 跡学(英GraphoユOgy,独GraPhOlogie)お よび筆 跡心 理 学
(P85rcho■og5rofhandwrit;ing.Psγcho]一 〇giθd.erHandschrift)と
して発達 した。 筆跡 学 は性 格 学的 筆跡 学 と同一 性 検定(Proofofidentity・,
工denti宙tsnachweis)の 筆跡 学 とか ら成 る が、 発達 の歴 史 は前者 を中心 と して きた と
いoて よい。 同一 性 検 定 は換 言 すれ ば 執筆者 鑑 別 であ って、2つ 以 上 の筆跡 につ い て書 い た入 が
同一 で あるか否 か を明 らか にす る こ とであ る。 さ らに、 筆 跡学 は方 法 の上 か ら面 相学 また は相 貌
学的(physiOgnomisch)立 場 のそ れ と実験 的 立場 のそ れ とに分 か れ る。 この面 相 学的 立 場
の 筆跡学 の完成者 は ク ラー ゲス(K■ages)で あoて 、 かれ に よって 筆跡学 が 学 と して確 立 けセ
といoて よ く、 実験 的 立場 の筆跡 研 究 もそ の影 響 を うけ てい る。
ク ラー ゲス以 前 の筆 跡 学 の発祥 は ゲー テ と同時 代 の ラー ヴァテル(Davater)あ た りに さか
のぼ る で あろ う。 かれ の著 書 「面相学 的 断章 」第3巻 で筆跡 か ら性格 を見 る ことに つ いて1章 を
設 けた。 ラー ヴァ テル の訳本 は フ ランス で反 響 を起 こ し、 っい に フ ラ ンス学 派 が 成立 す る〃(いた
った。 なか で も ミシ ョン(Michoむ)は 生 まれ なが らの経 験 主義 者 とし(うべ く、'筆跡 を集 め観 察
し確 か め整理.し、 ノー トした。 その 筆跡 学 は符 号理 論 とよば れ る。 す 左わ ち筆跡 に 診 け る特 定 の
印 ・符 号 は性 格 の特 定 の性 質 に と もな うとい うので あ る。 この符 号理 論は ク レビュ ー ・ジャマ ン
(Or6pieux_Jamin)、 ク ラー ゲス、 ソー デ ック(Saudeck:)ら に よ って 批判 され るに い
た った。 符 号埋 論 の崩壊 の き っか けは、 この ミシ ョンの理 論 が フ ランースと近 国 の 多 くの入 の興 味
を起 こ し、 八 々が 多 くの符 号 を発 見 して ゆ くうちに、 そ れ らの間 に矛 盾 が生 じた こと であ った。
ク レ ピュ ー 。ジャ マ ンは符 号が反 対意 味 を もち うる こ とを認 め、 同煮 味 の符 号 が反 復 出現 す る と
きのみ性 格 の一 つ の煮 味 を もち うる と した。 な お符 号理 論 の誤 ま りは 現代 心理 学 者 で も犯 しや す
い もの で あるQ
ク ラー ゲス に よれば(1910)、 筆 跡 は個 性的 な書字 運 勤が 固 定的 に対 象化 され た結 果 で あ
る。 筆跡 学 は符 号 の学 でな く機 能 の学 で ある。 個 々の字 特 徴 は一 義的 に性 格 に関 係 す るの では な
い。 た とえ ば筆 跡 の規 則正 しさ も、 積 極的 に意 志 の強 さを煮 味す る こ と もあ り、 消極 的 に感 情 の
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冷たさ を意 味 す る こと もあ る。 表現 の強 さは、 あ るいは心 的 衝動 の強 さか ら、 あ るいは 心的 抵抗
の弱 さか ら生 ずる。 どち らで あ る か をいか に して決 め るか。
これ を決 め る ものが、 筆 跡全 体 か ら直観 され る生 命 充 実 で ある。 生 命充 実 が高 けれ ぱ、 表 現特
徴 は積 極 的 に妥 当 し、 そ れが 低 けれ ば 表現特 徴 は消極的 に妥 当 す る。 この塾 跡 に見 られ る生 命充
実 の度 が形 質水 進(Formni▽eau)で ある。 高 い彩質 水准 は強 い独 自性 、 重 さな ど、 低 い形 質
水準 は独 自性欠 如、 貧 しさ等 と して現 われ る。
ロン ドン の ソーデ ックは実験 立場 の 人 と して よ くク ラー ゲス と対 照 され る が、吟 味 す る と対立
は決 定 的 では ない。 伺様 に全 体的 な もの の観 察 を重視 し、 これ に基 進等 級(Standard■eve1)
の語 をあ てた。 ただ しク ラー ゲス と違.つ欧 国 々や時 代 に奢 け る標 準的 な書 法 の相違、 た とえ ば
傾斜 字 形 と直 立字 形 の違 い に注 意 すべ きだ と した。
上述 の発 展 は専 門的 筆 跡学 者 に ようて進 め られた が、1920年 前 後 か ら多 くの実 験心 埋 学 者
が 筆跡 学 の信頼 性 を検 討 す る よ うにな った。 ハ ル(Huユ ユ、1919)、 ダゥニー(Downey、1919)
アル ンハ イ ム(Amhe湘 、1928)、 ボ ーベ ル ターク(Bobθrtag、 唯929)、 タイス(Thei8s・
rg29)、 オー ル ポー トら((}.W,Allport,etaユ.1955)チ ッテル(Titte1,4934)
左 どの実 験 が これで ある。 ハ ルの結 果 を除 い て、 それ らの研 究 は 澄論 むね 肯定的 を結 果 と友 った
の で あ る。
これ らの盤 討 遡 は現 在 さら に掘 参さげ られ、 筆跡 徴 候 の安 定性 、評 定 の 恒常性、
判断 者 そ の もの の特 質 な ど との関連 、 す 左 わ ちい わね認 識 論 的問 題 と して追 及 され るに い た って
い る。他 方、 よ り積極 的 諸研 究声 続 出す る よ うにな って、 知 能 ・性 別 ・体型,反 応 時 間 ・活動 性 .
・不 安 ・優越 心 。疾 病 ◎精神 病、 そ の他 人 格 心理 学 の ほ とん どすべ ての要 因 との関連 の存 在 と様
相 が解 明 され つっ ある。
通例 、 研 究方 法 と しては、 筆 跡特 徴 と入格特 徴 そ れぞ れ につ い て客 観 的手 紙 きで確 定 した後 両
者 を 比べ る方 法 とか、 あるい は 多 くの筆 跡 とそ の執筆者 の人 格 を代 表す る要 因、 性 格 記述 や 肖像
を第 三者 の判 定者 た ちに 組 み あ わさせる方法 な どが と られ る。どの場 合 で も筆跡 執 筆者 は観 察 され
るだ けか 、 また は軽 い反 応 に と どまる のが常 で ある。 これ に対 して執筆者 に変 容 を加 え る実 験 ま
で行 なわ れ る よ うに な った。 ク レ ッチ メル(K:retschmer)派 の エ ンケ(Enke)ら は;被験 者
に妨 害 作業 を加 え、 ブ ライ トコ ッ プフ(Brei七kopf)は 貢 柱操 作 を行 なわせ、 そ の他 の心理
学者 は暗 示 ・薬剤 等 を与 え た。 プ ライ トコ ップ フは 上半 身運動 を大運 動、 筆跡 を小 運動 と理 解 し
て、 両者 を 比較 したけ 個 性 に よ って一 致 す る入 と一致 しない 人が ある。 ま た大運 動が 表 現 す る人
格 の 側面 と小運動 のそれ とは 少 し くい違 う。 大運 動 に は社 会的影 響企 図 が 出 やす く、 小逐 動 には
自己鍛 練 が現 われ や す い。 この事 実 は注 目され る。
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こ うして筆跡 心 理学 の なか か ら体 系的 発 展 が生 じ、 学 派 ・学 誼 が現 われ て きた。 ク リュ ー ゲル
(Feユ1xKrueger)P『 下 の ノト デルト(Rudθrt)ら の諸研 究(1938以 降)が 注 目され る。
ポ ファ ル(Popha■.1940)の 運 動生理 学的理 論 は ク ラー ゲス理 論へ の生理 学 的心理 学か らρ
徹底 的再 横 成 と評 さ れ よ う。 左ゑ測 定法 と しては筆 圧 ・筆速 ・握 圧 の それ が開 発 され てい る 瓜
い ずれ も硬 筆 に関す る もので あ る。
以上 は 主 と して心理 掌 者 に よる発 展 で あるが、専 門 的 筆跡 学 者 に も胱 皮 が 見 られ、.各種相談 と
筆跡観 察の 段孫 には現 代的 臨 床心 理 学 や カ ウン セ リング理 論 の適 用 が見 られ る。 さて と こで筆跡
心理 学 も含 め て西洋 筆 跡 学 の総 括 と疵評 をす れぱ、 まずそ の発 展の跡 は 論澄 ま かにい って、
直 接 認 識 か ら間 接 認 識 へ の 経 過
● ● ● ● ● ● ■o● ■ ● ● ● ●
で あ った とい え よ う。 前者 は直観 的、 了解 的、 面相 学 的 認識、 後者 は客 勧 的、 実験 的、 自然科 学
的 認 識 で あ る。 しか し西洋 築跡 学 の対 象 とな る文字 は 日本文字 と構造 が 違 う点 で、 その 直接的 輸
入 は困難 で あ り、 われ われ の継承 で きる ものは筆跡 と性格 の関係 の 基礎理 論 に と どま る とい え よ
う。
4.い ま まで東西 の 筆跡研 究 を検 討 して きたが、 われ われ が そ のま ま継 承 で きる体 系 を得 る こ
とはで き左か った。 そ こで 方法 論 的 基礎 か ら新 た に開 拓 す る必要 が感 ぜ られ る ので あ る。 まず欧
米 に 澄け る箏跡研 究 の発達 史が 範 と さるべ きで あろ う。 しか しそ こに生 ず る問 題 は、 上述 の 直接
認 識 か ら聞接 認 識 へ の経 過 をいか に評 価 す るか で あ る。 い ま これ を図式 的 に表 現 してA→Bと す.
れ ば、 われ われ はA→Bの 経 過 を再現 して研 究 を進 め るべ き瓜 そ れ と も現在 到達 したBか ら
出発 すべ きで あるか が問 題 とな る。A→Bは 研 究 発 展 に関 す る歴史 的 な事実 で ある。 しか し事
実 問 題 と権 利 問題 す な わ ち適法 性 の問題 とは 区 別せ ねば な らなし～
そ もそ も現代 科 学 に 澄い てA.直 接 認識 は認 識 と しての価値 ・権 利 を否 定 さるべ き もの なので
あるか、B.簡 接 認識 は いか なる認識 上 の意義 を もつか は、 必ず し も諸 学者 の 説は 一致 し左い。
そ こに認 識権 利 の問題 が生 ず るの で ある。
一 般心理 学 澄 よび 筆跡学 を通 じて5つ の立場 が 区 別さ れ る。
a、 直接 認識 重 視 の立 場 デ ィル タイの 了解 、 ブレ ン ターノ(BrθntanO,F.)の 内 部知 覚、
ク ラー ゲス の形 質 水準 左 どの埋 論 は これ に属す る。 ふ つ う、 了解的 と実 験 的 の2概 念 は 対立 的 に
理 解 さ れ るが、 了解 を謙題 とす る ディ ル タ イの 「記 述 分析心 理 学 」に関 す るそ の論 述 を よく吟 味
7
す る と、 そ の手 続 きは追体 験 な どと並 び実 験 を含ん でい る。 また 記述 分析 心 理 学 は説 明心理 学に
仮説 を提 供 す る。 これ らが注 目され る。 また現代 心 理 学 の なか に も、臨 床 心理 学 と結合 して現象
学的心 理学 派 が存 す る こ と も:重視 され よ う。
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b、 間 接認 識 重視 の立場 これは 現代 心理 学 主流 とい ち診 ういえ よ う。 この典 型 と じCマー クス
(Marx,瓢H.)ら の物理 主義 が あげ られ る。これ は物理 学 的存 在 論 を主張 す る もので な く、 科 学
約記述 用語 と しては物 理 学 的 な もの が人類 共通 で蓄 積可 能 で あ る とす る。 筆跡 学 で も実験 的 立 場
が存す る ことは す でに述 べ た。
c、 総 合的 立 場 この例 と してG.w.オ ール ポー トが あげ られ る。 直観 と推理 を対照 させ て
論 じ、 入格 認 識 の方法 と して両者 が 必要 で あ る とす る。 直観 は種証 や伝 達 が 困難 で ある が、 入 格
の統一 性 や構造 の 認識 を一与え、 この点 が 部分 認識 に と どま りやす い簡接 認識 を補 な う。 レル シュ
(Lersch)は 心理 学 は精 神科 学的 方法 と自然 科 学的 方法 の 両者 が必 髪 だ とす る。 筆跡 学者 ブシ
ァン ネ(:Pfanneひ1961)は 艶跡 学 の基 礎 づ け に は、表 現学 ㌔ 運動 。脳 鴨生 理 巣 象 徴論 澄 よ
び 「経 験 と実験 」(ほ ぼ 実験 心理 学)の4途 を必 要 と した。
われ われ は どん な立場 を と るべ きか。 心理 学 自体 が 直接 認識 を捨 てて い ない。 また実 験 心理 学
者 が過 去 の面 相学 的 筆跡 学 を 「克服 」 した よ うに見 え て も、内 容 を吟味 す る と、 そ の仮 説 はほ と
ん ど過 去 の筆跡 学 に負 うて い る。過 去 の筆跡 学 に於け る積 極的 友認識 開 拓が なか った ら、 今 日の
西洋 筆跡 心理 学 の隆 盛 は 左か った で あろ う。
それ ゆえ わ れわれ はい ろい ろ の型 の認識 に よ って多 元的要 因 を確 保 す る必 要 が あ る と考 え る。
レ ヴィン(Lewin)は 、 法 則や定 義 は孤 立 させ て 正 ・誤 を語 りえ 左い、 「全 体 と しての み正 し
い とか誤 ま りとか を見 うる叙 述 の網 の 目であ る。 」 とい うが、 われ われ もこの考え 方 を と りた い。
しか し多元 的要 因 を同 時 に解 明 す る こ とは で きない。 要 因は時 聞 を追 。て少 しず つ解明 され て ゆ
かね ば な らない。.
統一 科学 派 の ブル ンス ウィク(Brunswik,1952)は 心理 学史 の発展 に対 してつ ぎの よう左
解釈 仮説 を 出 してい る。a.主 観 主義 よ り客観 主義 へ 。 揺 しか しとき ど き主観 主義へ の逆 も ど
りの 出 現DC.し か しまた、 この主観 主 義 は後 か ら来 る客 観 主義的 研 究 の中 に い わば袋 づめ の裂
因 となる こ と。 われ われ は 日水 文字 の性 格 学的 筆跡 心理 学 の展 開の ため に は総 合的 立場 が適 切 と
考 え るが、 そ の研究 の具体 的 順序 と しては ブル ンス ウィ クが示 す よ う左過 程 が 必要 と考え ざ るを
え な い。 い ま直接認 識 的 い いか えれ ば 主観 主義的 研 究 をS、 間接謙 識 的 す なわ ち客 観 主義的 研 究
を0と す れ ば、 つ ぎの過 程 が 諸研 究 を導 び く原理 と して必要 で あろ う。S1→01→S2→02→ 亀
→05… … 下 の数字 は質 の相 異 を示 す。
匪,1.上 述 の方 法論 的 な論理 の見透 しに立 って著 者 の研 究は で939年 以 降 進 め られ た。 日太文
字 の性 格 学的 筆跡 〔♪理 学の 塗 拠枠 と して必要 と考 え られ る諸要 因が選 択 さ鉄 これ が順 次 解 明 さ
れ て い った 。












る現われ方 にそそがれた。さらに書字作用の物理的基礎の1と して、鉛筆 ・ペン・毛筆の5種 筆
具の差が中学1・2年 段階の男女について調べられた。毛筆と硬筆 とでは、速さそのものはあま




























る傾 向 を もつ と考え られ る。 実鹸 的所 与 と筆跡 面相 とは、「前者 は素 質 的傾 向 を、 後者 は努 力的傾
向 を示 しやす い点 に差 が ある と いえ よ う。
4.人 格 の土部 構造 に存 す る筆跡研 究 の要 因 の ひ とつ は 碧理 想 で ある。 書理 想 は物 理 的 測 定 可
能 な筆 圧 や筆跡 等 とい かに関 係 す るで あろ うか。2書 道 人 と 霊大学 生 とに筆圧 筆速 測 定装 置 に澄
いて任 意 の1字 を書 い て もら った。 この筆 圧 。筆速 の特 徴 が分析 され た6他 方 、2書 道 人 の書 論
匠澄げ る書理 想 が吟味 され、 これ が筆 圧 ・筆速 等 と対 照 された。 書 字作 用 の分 析 と書 論 の 比較 は、
筆 圧 ・筆速 等 と書 理想 の問 の対 応 を示 した ので あ る。 ・
な澄補 充実 験 に澄 いて 、.分析 事例 の代表性 に関 す る検 討 が 左 され た。 実験 的 分 析が 行 左 われ た
筆跡 は1字 そあ る。 これ を も って 書い た人 の 筆跡 を代 表 で き るカ＼ 再 検 討 され た。 実 験時 か らで
きる だ け離 れ た郵 便筆 跡 が選 はれ、 これが 「平 常 筆跡 」とみ 左され た。
実験 者(著 者)の 観 察 では、 実験 時筆 跡 と平 常筆跡 とに共通 左3人 そ れ ぞれ の特 徴 が存 す る と
考 え られ た。 この 特徴 を仮説 と して質 問紙 が作 られ、 筆跡 ゐ複写 とと もに59人 の大学 生 に配 ら
れた。 この結 果ぐ 大学 生 た ち も仮説 と同様 な筆跡 特徴 を もって実験 時 筆跡 と平 常 筆跡 を把 握 して
い る ことが確 か め られ た。 す な わ ち実鹸 時 筆跡 と平 常筆 跡 の共通 性 が 証 明さ れ た ので あ る。
町 ここで諸研 究に 澄 け る直接 認識 と間接 認識 の時間 的 な現 われ方 を示 す と、 表1の よ うに 左る。
0はObjectivi8m、SはSubjectivismの 略語 、0(S)はSをOの 袋 づ め した形、
0-SはOとSを 比較 す る形 で あ る。 研究 の年 次は 第1回 印刷 発表 の時 を と った。0とSと が 交
代 して現 われ、 後 にな るほ ど総合 的 性 質 が強 く左 る よ うにな って い る。 これ は われ われ の 方法 論
的原 理 が か な りよ ぐ実 行 され た ことを示す 。
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表1.諸 研 究 に 凄け る方法 論 的性 格 の発展































表1の な かか ら特 に 筆跡 と人 の 関係 に関 す る 知見 を含 む諸研 究 を と りあげ、 その最:も中核 的
左内容 を示 す と、 表2の よ うに な る。
表2見 い だ さ れ た 筆 跡 と 入 の 関 係 、 抜 粋
研 究 主 題
















































の 方法 論 の有 効 性 を証 す る もの とい え る で あろ う。
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以 上


















な検討から出発 して 次にその形姿の全体的 な直観的 、了解的な把握に うつり、終 りに、両接近
法の総合によってとらえ られた筆跡特徴 と、心理学的にとらえられたその筆者の性格との対応関係を
みるのが妥当であるとした。




の筆圧、筆速を測定する装置を創案 し、それによる測定資料 と筆跡そのものについての多 くの被























格学的にとらえる技法 として、 ドイッ系心理学の知見 にもとづき錯視量 と固執傾向との大小を測








の基礎的研究 という性格上、主として方法的吟味 とそれにもとつく探索的実験 に重点が澄かれそ
の面で多 くの成果をあげたが、その諸知見の確実な検証 と:方法 ・技法の精緻化とにおいては多少
不十分なところもないとはいえぬ憾みがあり、また、外的表現とそれを生み出す内的心理 との関




究の基礎に立って、多年にわたってこの問題領域に対して従来 と異なZ観 点か らの接近を試み、
基礎的な諸問題の解明といぐっかの新しい方法技法の開拓にほぼ成功 したことは高い評価に値い
するもので、 この方面の今後の研究 に対 し広い視野をもった方向づけを与え、新 しい足場 を築い
たもの といえるであろう。
な澄、上記委員は、太入が大学院博士謙程修了者と向等以上の学力を有することを確認した。
昭和42年12月14日
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